
2024年3月16日は福井県史に残る歴史的な1日となった。構想から約半世紀を経て県民の悲願であった北
陸新幹線の県内開業が実現。開業当日、福井駅周辺では1番列車入線に合わせた開業式典から始まり、様々な
イベントが催され類を見ない人出となった。今回は、開業当日の様子を時系列で振り返る。

　

ま
ず
は
、
北
陸
新
幹
線
県
内
開

業
ま
で
の
道
の
り
を
改
め
て
振
り

返
っ
て
い
こ
う
。
北
陸
新
幹
線
の
構

想
が
具
現
化
し
た
の
は
昭
和
４５
年

（
１
９
７
０
年
）。
ル
ー
ト
選
定
や
工

事
着
工
な
ど
を
経
な
が
ら
、
約
５０
年

を
か
け
て
県
内
へ
の
延
伸
が
実
現
し

た
。
そ
の
間
、
福
井
商
工
会
議
所
で

は
、
様
々
な
議
論
や
要
望
活
動
を
重

ね
、
延
伸
に
向
け
た
取
り
組
み
を
活

発
に
行
っ
て
き
た
。
構
想
か
ら
延
伸

ま
で
の
経
緯
は
表
１
の
通
り
で
あ

る
。
よ
り
詳
し
い
経
緯
や
北
陸
新
幹

線
延
伸
に
よ
る
経
済
効
果
な
ど
に
つ

い
て
は
本
誌
、
２
０
２
４
年
新
年
号

並
び
に
２
月
号
の
特
集
で
掲
載
し
て

い
る
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

大
き
な
期
待
を
集
め
な
が
ら
も
、

非
常
に
長
い
年
月
を
か
け
、
３
月
１６

日
、
つ
い
に
開
業
を
迎
え
た
。
当
日

は
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
式
や
ウ
ェ

ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
県
内
の
各

駅
で
行
わ
れ
た
が
、
今
回
の
特
集
で

は
、
福
井
駅
周
辺
の
開
業
日
の
一
日

を
写
真
と
共
に
振
り
返
り
つ
つ
、
県

民
や
新
幹
線
利
用
者
、
駅
周
辺
事
業

者
の
声
を
紹
介
す
る
。

特
集3．16 北陸新幹線
福井開業の日～新たな門出の１日に密着～

■ 昭和45年 5 月	 全国新幹線鉄道整備法公布
■ 昭和47年 6 月	 基本計画決定
■ 昭和48年11月	 整備計画決定及び建設の指示
■ 昭和57年 3 月	 高崎～南越間の駅・ルート概要公表
■ 昭和60年12月	 高崎～小松間の工事実施計画認可申請
■ 昭和63年 8 月	 北陸新幹線の最優先着工が決定
■ 平成元年 8月	 高崎〜軽井沢間の着工
■ 平成 3年 9月	 軽井沢〜長野間の着工
■ 平成 4年 8月	 石動～金沢間の着工
■ 平成 5年 4月	 北陸新幹線早期実現福井大会開催
■ 平成 5年10月	 糸魚川～魚津間着工
■ 平成 8年 3月	 南越（仮称）～敦賀間のルート公表
	 小松～南越間の工事実施計画認可申請
■ 平成 9年10月	 高崎～長野間が開業
■ 平成10年 3 月	 長野〜上越間着工
■ 平成13年 5 月	 上越〜富山間着工
■ 平成17年 6 月	 富山〜金沢間、福井駅部着工
■ 平成24年 8 月	 金沢〜敦賀間着工
■ 平成27年 3 月	 長野〜金沢間開業
■ 令和 6年 3月16日　金沢〜敦賀開業

【表１】北陸新幹線の経緯

北
陸
新
幹
線
の

福
井
県
内
開
業
に
つ
い
て

特
集



　

開
業
日
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
に
恵
ま
れ

た
。
夜
明
け
前
か
ら
福
井
駅
に
は
多
く
の

人
が
押
し
寄
せ
、
新
幹
線
の
到
着
を
今
か

今
か
と
待
ち
わ
び
て
い
た
。

　

歴
史
的
な
一
日
の
始
ま
り
に
、
ま
ず
は

福
井
駅
で
開
業
式
・
出
発
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。
八
木
会
頭
を
始
め
、
県
選
出
の
国

会
議
員
や
国
・
自
治
体
の
要
人
、
鉄
道
関

係
者
な
ど
が
出
席
し
た
。

　

開
業
第
１
号
と
な
る
敦
賀
発
東
京
行
の

か
が
や
き
５
０
２
号
が
福
井
駅
の
ホ
ー
ム

に
入
線
。
ホ
ー
ム
に
は
入
線
時
間
が
近
づ

く
に
つ
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
集
ま

り
そ
の
時
を
迎
え
た
。
４
分
後
に
は
反
対

ホ
ー
ム
に
金
沢
発
敦
賀
行
の
つ
る
ぎ
１
号

が
入
線
し
、
５1
年
間
待
ち
わ
び
た
県
民
の

期
待
を
表
す
か
の
よ
う
に
ホ
ー
ム
は
熱
気

を
帯
び
て
い
た
。

　

福
井
駅
構
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
「
く
る
ふ
福
井
駅
」
も
開
業
に
併
せ

て
オ
ー
プ
ン
。
同
地
に
て
営
業
し
て
い
た

「
プ
リ
ズ
ム
福
井
」
を
受
け
継
ぎ
、
フ
ロ

ア
は
大
き
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
土

産
物
屋
か
ら
飲
食
店
、
日
用
雑
貨
ま
で
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
44
店
舗
が
立
ち

並
び
、
県
内
外
客
問
わ
ず
楽
し
め
る
施
設

と
な
っ
て
い
る
。
当
日
の
オ
ー
プ
ン
前
に

は
既
に
長
蛇
の
列
が
駅
の
外
ま
で
延
び
、

一
日
中
入
場
列
が
続
く
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り

で
あ
っ
た
。

　

福
井
駅
に
は
上
下
線
合
わ
せ
て
毎
時
６

本
前
後
の
新
幹
線
が
発
着
。開
業
当
日
は
、

新
幹
線
を
利
用
し
て
旅
立
つ
人
を
見
送
る

と
と
も
に
、
福
井
駅
へ
降
り
立
っ
た
人
々

を
改
札
前
で
多
く
の
県
民
が
出
迎
え
た
。

　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
記
念
し
た
イ
ベ

多
く
の
人
が
ホ
ー
ム
で
新
幹

線
の
到
着
を
待
ち
わ
び
る

改
札
前
に
は
多
く
の
人

が
集
ま
り
、
出
迎
え
た

乗
降
を
終
え
出
発
す
る

新
幹
線
に
手
を
振
っ
て
見

送
る
人
々

当
所
職
員
も
い
ち
ほ
ま
れ
な

ど
福
井
の
特
産
品
を
来
県

者
に
配
布

多
く
の
人
が
オ
ー
プ

ン
を
歓
迎
し
、
入
場

列
は
外
ま
で
続
い
た

新
幹
線
で
来
県
。
移
動
は

あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
た
。

恐
竜
博
物
館
へ
行
こ
う
と

思
っ
て
い
る
。

（
長
野
県
・
親
子
）

こ
れ
か
ら
親
子
で
東
京
へ
。

テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
を
楽
し

む
予
定
。
新
幹
線
で
気
軽
に

行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
福
井
市
・
親
子
）

声
の

人
々

福
井
駅
構
内
に
て

開
業
式
・
出
発
式

5:25

か
が
や
き
５
０
２
号

入
線

6:32

く
る
ふ
福
井
駅
開
業

8:30

新
幹
線
改
札
前
に
て

8:30

ウ
ェ
ル
カ
ム
フ
ェ
ス
タ

9:00



ン
ト
が
多
数
催
さ
れ
、
ハ
ピ
テ
ラ
ス
や
福

井
市
中
央
公
園
な
ど
で
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

と
し
て
鏡
開
き
や
、
和
太
鼓
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
県
内
各
自
治
体
の
Ｐ
Ｒ
と
い
っ
た

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
物
販
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
方

が
楽
し
む
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　

福
井
駅
前
の
通
称
三
角
地
帯
に
は
、

フ
ー
ド
ホ
ー
ル
「
Ｍミ

ニ

エ

Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」、
コ
ー

ト
ヤ
ー
ド
・
バ
イ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
福
井
、

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
な
ど
が
入
る
複
合
施
設

「
ふ
く
ま
ち
ブ
ロ
ッ
ク
」
が
誕
生
。
１６
日

に
は
一
部
が
先
行
開
業
し
た
。
オ
ー
プ
ン

に
併
せ
て
行
列
が
で
き
、
大
き
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
た
。
県
外
客
の
利
用
の
み
な

ら
ず
、
県
民
の
ラ
ン
チ
や
デ
ィ
ナ
ー
、
運

動
な
ど
憩
い
の
場
と
し
て
の
利
用
が
期
待

さ
れ
、
駅
前
に
訪
れ
る
目
的
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

北
陸
新
幹
線
延
伸
開
業
を
記
念
し
て
、

航
空
自
衛
隊
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」
に

よ
る
祝
賀
飛
行
が
行
わ
れ
た
。
開
業
し
た

芦
原
温
泉
駅
か
ら
敦
賀
駅
間
を
飛
行
後
、

福
井
駅
上
空
に
て
演
目
飛
行
が
行
わ
れ

た
。
福
井
駅
か
ら
足
羽
河
原
に
か
け
て
、

類
を
見
な
い
ほ
ど
の
人
出
が
見
ら
れ
た
。

　

福
井
商
工
会
議
所
で
は
、
食
料
品
部
会

（
安
田
泰
三
部
会
長
）
が
県
内
の
菓
子
事

業
者
で
構
成
す
る
『
福
和
会
』
と
と
も
に
、

福
井
に
お
け
る
お
祝
い
事
の
伝
統
で
あ
る

ハ
ピ
テ
ラ
ス 

会
場

６
機
の
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が

福
井
開
業
に
花
を
添
え
た

中
央
公
園 
会
場

あ
ま
り
の
人
の
多
さ
に

足
羽
河
原
で
は
移
動
規

制
も
か
け
ら
れ
て
い
た

開
業
前
日
に
最
終
の
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
で
来
県
。
大
阪

か
ら
乗
継
必
須
に
な
る
の
は

残
念
。
１０
年
ぶ
り
に
福
井
駅

に
降
り
た
が
、
あ
ま
り
の
変

貌
ぶ
り
に
驚
い
た
。

（
大
阪
府
・
女
性
）

駅
前
が
大
き
く
変
わ
り
、
ま

る
で
他
県
に
来
た
よ
う
な
印

象
。
若
者
も
楽
し
め
る
お
店

が
で
き
て
、
よ
り
複
合
的
な

街
に
な
る
と
よ
い
。
県
民
は

自
信
を
も
っ
て
お
も
て
な
し

し
て
欲
し
い
。

（
坂
井
市
・
女
性
）

声
の

人
々

ハ
ピ
テ
ラ
ス
に
て

８０
代
に
な
り
、
楽
し
み
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
が
、
夫
婦

で
新
幹
線
に
乗
る
と
い
う
楽

し
み
が
で
き
た
。
前
向
き
に

希
望
が
も
て
る
よ
う
に
な
り
、

き
っ
と
他
の
人
も
楽
し
み
が

で
き
た
と
思
う
の
で
、
新
幹

線
の
力
は
す
ご
い
と
思
う
。

（
福
井
市
・
女
性
）

ビ
ル
が
新
し
く
な
っ
た
り
、

い
ろ
ん
な
部
分
が
変
わ
っ
て

福
井
が
変
わ
っ
た
印
象
を
受

け
る
。
県
外
か
ら
人
が
た
く

さ
ん
来
て
、
福
井
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。

自
分
も
長
野
な
ど
あ
ま
り

行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
こ
ろ

に
行
き
た
い
。

（
福
井
市
・
女
性
）

福
井
市
中
央
公
園
に
て

ふ
く
ま
ち
ブ
ロ
ッ
ク

開
業

11:00

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

記
念
飛
行

13:00

万
寿
く
ば
り

（
ハ
ピ
テ
ラ
ス
）

15:45



「
万
寿
く
ば
り
」
を
ウ
ェ
ル
カ
ム
フ
ェ
ス
タ

の
催
し
の
一
つ
と
し
て
、
中
央
公
園
と
ハ

ピ
テ
ラ
ス
の
２
カ
所
で
実
施
。
県
内
で
作

ら
れ
た
ま
ん
じ
ゅ
う
や
お
菓
子
の
他
、
か

つ
お
ぶ
し
な
ど
の
縁
起
物
が
来
場
者
に
配

ら
れ
、
２
カ
所
合
わ
せ
て
約
１
，６
０
０
名

が
訪
れ
た
。
ハ
ピ
テ
ラ
ス
で
行
わ
れ
た
万

寿
く
ば
り
は
、
１６
日
に
開
催
さ
れ
た
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
。

　

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
福
井
県

内
。
こ
の
日
を
迎
え
て
、
個
々
人
が
様
々

な
思
い
や
期
待
を
感
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
延
伸
開
業
に
か
け
る
期
待
は
事
業
者

間
に
も
広
が
っ
て
お
り
、
活
発
な
動
き
が

進
ん
で
い
る
。
新
幹
線
開
業
に
併
せ
て
事

業
を
拡
げ
、
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
く
プ

レ
イ
ヤ
ー
に
話
を
伺
っ
た
。

　
福
井
生
ま
れ
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
製
造

販
売
を
手
掛
け
る
Ｏア
ワ
ー
Ｕ
Ｒ 

Ｂブ

ル

ー

イ

ン

グ

Ｒ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

（同）
は
、
新
幹
線
開
業
に
併
せ
て
ふ
く
ま
ち

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
フ
ー
ド
ホ
ー
ル
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｅ

に
ブ
ル
ワ
リ
ー
を
オ
ー
プ
ン
。
ブ
ル
ワ
リ
ー

で
は
、
県
内
産
の
も
の
を
中
心
に
８
種
類

の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
提
供
。
立
ち
飲
み

ス
タ
イ
ル
の
店
頭
の
裏
に
は
、
醸
造
設
備

が
立
ち
並
ん
で
お
り
、
出
来
立
て
の
ビ
ー

ル
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
。

　

代
表
社
員
を
務
め
る
岡
田
氏
は
開
業
を

振
り
返
り
、開
業
日
の
土
日
は
も
ち
ろ
ん
、

週
明
け
の
平
日
に
も
予
想
以
上
に
多
く
の

人
に
来
店
し
て
も
ら
え
た
と
語
る
。
プ
レ

オ
ー
プ
ン
日
の
１４
日
と
１６
、
１７
日
の
３
日

間
で
約
２
，０
０
０
名
が
来
店
。
駅
前
で

日
中
か
ら
気
軽
に
ビ
ー
ル
を
楽
し
め
る
場

所
が
あ
る
の
は
う
れ
し
い
な
ど
、
歓
迎
の

声
を
多
く
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。

　

多
く
の
人
で
賑
わ
い
、「
福
井
じ
ゃ
な

い
み
た
い
」
と
い
う
声
を
聞
き
、
岡
田
氏

は
、
駅
前
に
は
人
が
少
な
い
、
と
い
っ
た

福
井
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
た
い
と
感
じ
た

と
い
う
。
県
都
福
井
の
玄
関
口
で
、
醸
造

所
を
構
え
、
地
ビ
ー
ル
を
作
っ
て
い
る
と

い
う
自
分
た
ち
に
し
か
な
い
特
徴
を
活
か

し
、
醸
造
施
設
の
見
学
や
施
設
内
の
店
舗

同
士
で
の
コ
ラ
ボ
な
ど
を
企
画
し
、
継
続

的
に
集
客
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
磨

い
て
い
き
た
い
と
語
る
。

　

福
井
駅
前
に
店
舗
を
構
え
る
「
あ
み

だ
そ
ば
」
を
運
営
す
る
永
見
耕
己
氏
に

話
を
伺
っ
た
。
同
店
は
ハ
ピ
リ
ン（
福
の

井
店
）、
ふ
く
ま
ち
ブ
ロ
ッ
ク（
遊
歩
庵

店
）、
ガ
レ
リ
ア
元
町（
は
な
れ
店
※
４

月
中
オ
ー
プ
ン
）
の
３
店
舗
を
展
開
。

福
井
の
食
を
代
表
す
る
お
ろ
し
そ
ば
を

メ
イ
ン
に
取
り
扱
う
。

　

永
見
氏
は
「
開
業
初
日
は
多
忙
を
極
め

た
が
、
福
井
が
変
わ
る
瞬
間
に
立
ち
会
え

て
良
か
っ
た
。
開
業
日
以
降
、
夜
の
人
出

が
明
ら
か
に
増
え
、
夜
１０
時
の
駅
前
に
人

が
多
く
行
き
交
う
な
ど
、
以
前
で
は
考
え

ら
れ
な
い
風
景
だ
」
と
驚
き
を
見
せ
る
。

　

永
見
氏
は
「
新
幹
線
で
駅
前
は
変
わ

る
と
言
う
が
、
す
で
に
変
わ
っ
て
い
る
。

今
、
駅
前
に
い
る
事
業
者
は
新
幹
線
開
業

に
併
せ
て
新
事
業
展
開
す
る
な
ど
、
福
井

で
最
も
パ
ワ
ー
の
あ
る
人
達
だ
。
勢
い
が

あ
る
う
ち
に
、
形
に
な
る
も
の
を
残
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。
最
後
に
、「
県
内
外

の
人
が
不
自
由
な
く
楽
し
め
、
ま
た
来
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
追
求
し
て
い
く
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

県
内
の
菓
子
製
造
・
販

売
会
社
の
代
表
者
が
ま

ん
じ
ゅ
う
を
手
渡
し
た

OUR BREWING（同）
岡田 朋大 氏

1
声
の

事
業
者

2

あみだそば
永見 耕己 氏

声
の

事
業
者

開
業
日
当
日
を
迎
え
て

開
業
日
当
日
を
迎
え
て

今
後
に
向
け
た
期
待
と
抱
負

今
後
に
向
け
た
期
待
と
抱
負


